
山
県
市（
美
濃
国
）

時
代

日　
本

「
麒
麟
が
く
る
」の
を
待
ち
き
れ
な
い！

令
和
2
年
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」の
放
送
開
始
ま
で
5

カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
年
表
を
使
っ
て
、
光
秀
が
活
躍
し
た
前

後
の
時
代
を
中
心
に
、
山
県
市（
美
濃
国
）の
歴
史
と
、
日
本
の
歴
史
を
比

較
し
て
、
ど
の
時
代
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
を
、
武
将
山
県
さ

く
ら
の
解
説
付
き
で
紹
介
し
ま
す
。

歴
史
が
好
き
な
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に
自
分
が
住
む
地

域
の
歴
史
を
学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問「
麒
麟
が
く
る
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
企
画
財
政
課　
℡
22-

6
8
2
5

山
県
歴
史
年
表

7
0
2
年

　�

奈
良
県
の
正
倉
院
に
残
さ
れ
て
い
る
戸
籍
帳
の
一
部
に「
御み
の
の野

国く
に
山や
ま
方が
た
郡ぐ
ん
三み

井い

田た

里り

戸こ

籍せ
き
」の
文
字
が
残
さ
れ
て
い
る

室
町
幕
府
が
で
き
た
後

　�

足
利
尊
氏
と
と
も
に
室
町
幕
府
の
樹
立
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、

土
岐
頼
貞
が
美
濃
国
守
護
に
任
命
さ
れ
る

1
3
6
0
年
頃

　
伊
自
良
に
四
日
市
、
梅
原
に
七
日
市
が
立
つ

応
仁
の
乱
勃
発
後

　�

応
仁
の
乱
で
京
都
は
焼
け
野
原
に
な
り
、
名
だ
た
る
公
家
や

文
人
が
難
を
逃
れ
て
、
美
濃
国
守
護
土
岐
氏
の
居
館
が
置
か

れ
て
い
た
革
手
の
地（
現
岐
阜
市
川
手
）に
や
っ
て
く
る
。
当

時
美
濃
は
政
治
的
に
安
定
し
て
い
た
。

1
4
9
5
年

　
船
田
合
戦（
土
岐
家
の
内
紛
）

　
　
こ
の
頃
か
ら
美
濃
国
で
も
一
揆
が
発
生
し
て
く
る
。

6
4
5
年

　
大
化
の
改
新

　
　
中
大
兄
皇
子
が
皇
太
子
と
な
っ
て
政
治
の
改
革
を
始
め
る

7
1
0
年

　
平
城
京
遷
都

1
3
3
8
年

　�

足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
り
室
町
幕
府
を
開
く

1
3
6
8
年

　
足
利
義
満
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る

1
4
6
7
年

　
京
都
で
応
仁
の
乱
が
お
こ
る

　
　�

将
軍
家
の
跡
継
ぎ
争
い
を
き
っ
か
け
に
勃
発
。
約
11
年
間

続
い
た
戦
い
で
京
都
の
町
が
荒
廃
。
こ
の
頃
か
ら
幕
府
に

か
わ
り
守
護
が
力
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
時
代
は
戦
国

時
代
に
突
入
し
て
い
く
。

1
5
4
3
年

　�

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
漂
着
し
、
鉄
砲
が
伝
わ
る

1
5
5
3
年

　
川
中
島
の
戦
い
　
上
杉
謙
信
V
S
武
田
信
玄

1
5
6
0
年

　
桶
狭
間
の
戦
い
　
織
田
信
長
が
今
川
義
元
を
破
る

1
5
7
3
年

　
室
町
幕
府
滅
亡

1
5
8
2
年

　
本
能
寺
の
変

　
　
明
智
光
秀
の
謀
反
で
織
田
信
長
が
自
害
す
る

　
山
崎
の
合
戦

　
　
豊
臣
秀
吉
が
明
智
光
秀
を
討
つ

飛　
鳥

奈　
良

室　
町

室
町 

戦
国

土
岐
氏
と
は

　
土
岐
氏
は
清
和
源
氏
の
流
れ
を
く
む
美
濃
を
地
盤

と
し
た
武
士
の
一
族
で
す
。
室
町
時
代
初
期
に
は
、

足
利
尊
氏
な
ど
の
信
頼
を
得
て
美
濃
、
尾
張
、
伊
勢

の
三
国
の
守
護（
国
を
治
め
る
役
職
）に
任
命
さ
れ
、

そ
の
後
は
戦
国
時
代
に
か
け
て
美
濃
国
守
護
を
務
め

ま
し
た
。

土　岐

斯　波

佐々木
山　名

室町幕府

畠　山

新　田

1360年頃 主な勢力図
　　　　　（推定）

「
や
ま
が
た
」の
由
来
は

こ
の
時
代
の
記
録
か
ら

き
て
い
る
ん
だ
ね
。

義
満
は
金
閣
寺
を

造
っ
た
こ
と
で
有

名
だ
ね
。

一
緒
に
山
県
の
歴

史
を
楽
し
く
整
理

し
よ
う
！

そ
の
後
土
岐
氏
は
、
美
濃
・
尾
張
・
伊
勢
の
三
国
の
守
護
に
任
命

さ
れ
た
ん
だ
よ
。
力
の
あ
る
守
護
大
名
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
ね
。
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6
4
5
年

　
大
化
の
改
新

　
　
中
大
兄
皇
子
が
皇
太
子
と
な
っ
て
政
治
の
改
革
を
始
め
る

7
1
0
年

　
平
城
京
遷
都

1
3
3
8
年

　�

足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
に
な
り
室
町
幕
府
を
開
く

1
3
6
8
年

　
足
利
義
満
が
征
夷
大
将
軍
に
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る

1
4
6
7
年

　
京
都
で
応
仁
の
乱
が
お
こ
る

　
　�

将
軍
家
の
跡
継
ぎ
争
い
を
き
っ
か
け
に
勃
発
。
約
11
年
間

続
い
た
戦
い
で
京
都
の
町
が
荒
廃
。
こ
の
頃
か
ら
幕
府
に

か
わ
り
守
護
が
力
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
時
代
は
戦
国

時
代
に
突
入
し
て
い
く
。

1
5
4
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年

　�

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
漂
着
し
、
鉄
砲
が
伝
わ
る

1
5
5
3
年

　
川
中
島
の
戦
い
　
上
杉
謙
信
V
S
武
田
信
玄

1
5
6
0
年

　
桶
狭
間
の
戦
い
　
織
田
信
長
が
今
川
義
元
を
破
る

1
5
7
3
年

　
室
町
幕
府
滅
亡

1
5
8
2
年

　
本
能
寺
の
変

　
　
明
智
光
秀
の
謀
反
で
織
田
信
長
が
自
害
す
る

　
山
崎
の
合
戦

　
　
豊
臣
秀
吉
が
明
智
光
秀
を
討
つ

飛　
鳥

奈　
良

室　
町

室
町 

戦
国

大　
桑　
城

　

大
桑
城
は
、
当
時
親
交
の
あ
っ
た
越
前
朝
倉
氏
の

拠
点
一
乗
谷（
福
井
市
）に
な
ら
っ
て
城
下
町
を
整
備

し
、
城
の
周
辺
は
町
人
で
に
ぎ
わ
い
、
繁
栄
を
も
た

ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
守
護
の
土
岐
頼
芸
は
勢
力
を
増
し
て
い

た
斎
藤
道
三
と
の
戦
い
に
敗
れ
て
大
桑
城
を
追
わ
れ
、

土
岐
氏
は
没
落
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
大
桑

城
は
守
護
土
岐
氏
の
最
後
の
拠
点
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

市
内
に
は
、
土
岐
支
流
の
代
表
的
な
武
将
で
あ
る

明
智
光
秀
の
生
誕
の
地
の
伝
承
も
残
っ
て
い
ま
す
。

若
き
日
の
光
秀
も
仰
い
だ
で
あ
ろ
う
山
城
、
大
桑
城

は
、
美
濃
を
め
ぐ
る
激
動
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

朝　倉

斎　藤

徳　川
今　川

織　田
浅　井足利将軍家

石山本願寺

1560年前後 主な勢力図
　　　　　　（推定）

1
5
2
8
年

　
明
智
光
秀
生
ま
れ
る

1
5
3
5
年

　
守
護
所
が
大
桑
に
移
る

　�

　�

長
良
川
の
大
洪
水
で
枝
広（
現
在
の
長
良
公
園
付
近
）の
守

護
所
が
水
害
に
あ
い
、
大
桑
城
を
整
備
し
て
守
護
所
が
移

る
。
翌
年
土
岐
頼
芸
が
守
護
に
な
る
。

1
5
4
2
年

　
斎
藤
道
三
が
大
桑
に
侵
攻
す
る

　�

　�

激
し
い
戦
い
を
物
語
る
も
の
と
し
て
市
内
の
大
桑
地
区
に

は
、
戦
死
者
を
し
の
ぶ
六
万
墓
や
千
人
塚
が
残
っ
て
い
る
。

1
5
5
2
年

　�

斎
藤
道
三
が
土
岐
頼
芸
を
大
桑
か
ら
追
放

　
　
土
岐
氏
が
没
落
す
る
こ
と
と
な
る
。

1
5
6
7
年

　�

織
田
信
長
が
稲
葉
山
城（
岐
阜
城
）を
占
領

　
　�

居
城
を
小
牧
山
か
ら
移
し
、
井
ノ
口
を「
岐
阜
」と

改
め
る
。

1
6
0
0
年

　�

明
智
光
秀
は
1
5
8
2
年
の
山
崎
の
合
戦
で
死
亡
し
た
と
い

う
の
が
通
説
で
す
が
、
合
戦
で
死
ん
だ
の
は
影
武
者
で
、
光

秀
は
故
郷
の
中
洞
に
落
ち
延
び
た
と
の
伝
承
が
残
っ
て
い
ま

す
。
伝
承
で
は
、
そ
の
後
、
関
ヶ
原
の
合
戦
に
向
か
う
途
中
、

増
水
し
た
川
に
押
し
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
市
内
に
は
光
秀
の
墓
と
さ
れ
る
桔
梗
塚
が
あ
り
、
今

で
も
年
2
回
供
養
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
県
に
は
光
秀
の
伝
承
が

多
く
残
っ
て
い
て
、
今
で

も
地
域
の
人
に
大
切
に
さ

れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

光
秀
の
出
生
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

け
ど
、
山
県
市
中
洞
の
白
山
神
社
に
は
光

秀
の
お
母
さ
ん
が
産
湯
を
汲
ん
だ
と
さ

れ
る
井
戸
跡
が
残
っ
て
い
る
よ
。
山
県
市

の
他
に
も
県
内
4
カ
所
に
出
生
の
伝
承

が
残
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
！

土
岐
氏
は
越
前
朝
倉
氏
と
親
交
が
あ
り
、
大
桑
城

も
そ
の
技
術
を
使
っ
て
整
備
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
。
お
手
本
は
越
前
の
一
乗

谷
だ
っ
た
の
か
な
。

大
桑
地
区
に
あ
る
十
五
社
神
社
に
は
朝
倉
氏
が
ほ

と
ん
ど
国
外
に
出
さ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
笏し

ゃ
く

谷だ
に

石
を
使
っ
た
狛こ

ま

犬
一
対
が
土
岐
氏
か
ら
奉
納
さ
れ

て
い
る
よ
。
こ
の
こ
と
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
ね
。

桔梗塚
中洞の産湯の井戸跡

「麒麟がくる」
 のを待ちきれない！ 山県歴史年表編
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